
最
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

未来都市を担うＩＴの役割
関　滋弘氏ＳＣＳＫ　執行役員　通信・クラウド事業本部　本部長 蓄

電
池
で
変
わ
る
電
力
需
給

環
境
未
来
都
市
で
の
取
り
組
みプ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供

　
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
は
経
営
理
念
に

「
夢
あ
る
未
来
を
、
共
に
創

る
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
社
員

の
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
夢
を

描
き
、
未
来
を
と
も
に
つ
く
っ

て
い
こ
う
と
す
る
理
念
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ

は

ま
さ
に
夢
あ
る
未
来
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
で
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
高

効
率
発
電
、
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

、
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

、
電

気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

や
次
世
代

自
動
車
、
そ
れ
ら
全
体
を
束
ね

る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

が
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
未
来
像

で
す
。
当
社
は
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
通
じ
て
防
災
性

の
向
上
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
、
地
域
の
魅
力
を
生
か
す
街

づ
く
り
、
新
産
業
の
創
出
、
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
へ
の
貢

献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
実
現
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ

る
考
え
方
の
変
化
に
つ
い
て
、

蓄
電
池
を
一
つ
の
テ
ー
マ
に
し

て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
過
去
の
電
力
政
策
を

振
り
返
り
ま
す
。
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

へ
の
対
応
か
ら
１
９
７
４
年
に

い
わ
ゆ
る
「
電
源
三
法
」
が
成

立
し
、
原
子
力
発
電
の
開
発
な

ど
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。

年

の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
は
海
外
の

事
例
に
な
ら
い
、
制
度
改
革
と

自
由
化
が
進
ん
だ
結
果
、

年

か
ら
２
０
０
８
年
ま
で
４
度
に

わ
た
っ
て
電
気
事
業
制
度
の
改

革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
小
売
部
門
の
自
由
化
、
送

配
電
の
公
平
性
に
は
改
革
の
余

地
が
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

年
の
国
際
連
合
の
気
候
変

動
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

年
ま
で

に

年
比
で
わ
が
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
を

％
削
減
す
る
と
い

う
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
原

子
力
発
電
所
の
増
設
で
実
現
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
す
が
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
電
力
危
機

の
発
生
で
構
図
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
現
在
は
原
子
力
発

電
に
よ
る
電
力
の
供
給
比
率
は

下
が
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
拡
大
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
４
月
に
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

の
方
針
と
今
後
の
工
程
が
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
段

階
的
に
電
力
需
給
の
仕
組
み
が

大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
日
本
の
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
は
ど
の
よ
う
に
進
む

の
で
し
ょ
う
か
。

　
改
革
の
第
１
段
階
は
広
域
系

統
運
用
機
関
の
設
立
で
す
。
電

力
需
給
を
広
域
で
調
整
す
る
認

可
法
人
が
設
立
さ
れ
、
地
域
を

ま
た
ぎ
全
国
規
模
で
の
電
力
需

給
調
整
が
計
画
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
第
２
段
階
は

家
庭
向
け
の
電
力
小
売
り
参
入

の
自
由
化
で
す
。
利
用
者
が
電

力
会
社
を
選
び
、
地
域
独
占
は

崩
れ
て
い
く
時
代
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。
第
３
段
階
は
送
配

電
の
中
立
化
で
、

電
力
会
社
か
ら
送

電
配
電
部
門
を
分

離
し
、
小
売
り
の

料
金
規
制
を
撤
廃

し
、
競
争
原
理
で

低
価
格
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
電
力
需
給
の
モ

デ
ル
に
も
変
化
が

生
じ
て
い
ま
す
。

電
力
を
使
い
た
い

分
だ
け
使
う
と
い

う
時
代
は
終
わ
り

ま
し
た
。
電
力
の

需
要
側
も
、
節
電

に
よ
る
電
力
需
給

の
維
持
や
デ
マ
ン

ド
レ
ス
ポ
ン
ス

需
要
応
答

の

取
り
組
み
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
デ
マ
ン

ド
レ
ス
ポ
ン
ス
は

「
電
力
は
た
め
ら

れ
な
い
」
と
い
う

前
提
か
ら
供
給
に
合
わ
せ
て
節

電
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
考
え

は
蓄
電
池
の
普
及
で
変
化
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
数
年
で
蓄
電
池
の
大
容

量
化
・
長
寿
命
化
が
進
み
ま
し

た
。
そ
の
技
術
が
定
置
型
の
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
と
し
て

完
成
さ
れ
、
家
庭
や
ビ
ル
の
電

力
利
用
に
お
い
て
も
電
力
が
た

め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
時
代
か
ら
、
電
力
が
た
め
ら

れ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
生

ま
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電

力
が
無
駄
な
く
使
え
る
よ
う
に

な
り
、
節
電
で
は
な
く
蓄
電
池

に
た
め
た
電
力
で
需
給
差
分
を

吸
収
す
る
中
で
、
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
な
ど
が
実
現
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
エ
ア
コ

ン
の
温
度
調
整
、
明
か
り
の
間

引
き
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
早
朝

出
勤
や
メ
ー
カ
ー
の
休
日
出
勤

が
蓄
電
池
の
利
用
で
軽
減
さ

れ
、
解
決
さ
れ
る
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
電
力
市
場
は
電
力
の

全
量
買
い
取
り
制
度
に
対
応

し
、
発
電
方
法
や
大
規
模
太
陽

光
発
電
所

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

に
集
中
し
て
い
ま
す
が
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
も
電
力
を
す
ぐ
に
使

う
こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で

す
。
蓄
電
池
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
効
果
的
に
補
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の
世
界
市

場
は
、

年
に
は
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
市
場
全
体
の
構

成
比
率
の

・
３
％
に
成
長

し
、
売
り
上
げ
は
年
間
１
１
７

兆
円
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
普

及
は
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
な
し
で

は
語
れ
ま
せ
ん
。

　
国
は
蓄
電
池
の
可
能
性
を
後

押
し
し
て
お
り
、
経
済
産
業
省

は

年
に
向
け
て
蓄
電
池
戦
略

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
世
界
全

体
の
蓄
電
池
市
場
規
模
の
シ
ェ

ア

％
を
日
本
企
業
で
獲
得
す

る
こ
と
、
蓄
電
池
の
設
置
コ
ス

ト
を

年
に
向
け
て

分
の
１

に
低
減
し
て
い
く
こ
と
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
国
際
規

格
化
を
日
本
発
で
提
案
し
て
い

く
こ
と
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
な
数
値
目
標
か
ら
、

蓄
電
池
に
対
す
る
国
の
本
気
度

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
次
は
当
社
が
関
わ
っ
た
事
例

と
し
て
、
蓄
電
池
活
用
が
先
行

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
岩
手
県

気
仙
地
区
の
環
境
未
来
都
市
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
に
関
し
て

紹
介
し
ま
す
。

　
「
環
境
未
来
都
市
」
構
想
は

内
閣
府
が
推
進
す
る
国
家
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
す
。

環
境
問
題
や
高
齢
化
、
人
口
減

少
問
題
な
ど

世
紀
に
お
け
る

世
界
共
通
の
社
会
課
題
を
背
景

に
、
他
の
都
市
に
先
駆
け
て
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
で
成
功
事
例
を
国
内
外
に

普
及
、
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

需
要
の
拡
大
、
雇
用
創
出
で
持

続
可
能
な
経
済
社
会
の
発
展
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

年

月
に
千
葉
県
柏

市
、
北
九
州
市
、
福
島
県
南
相

馬
市
な
ど
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
を
含
め
て

地
域
が
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
仙
広
域
未
来
環
境
都
市
は

岩
手
県
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田

市
、
住
田
町
の
２
市
１
町
の
取

り
組
み
で
す
。
甚
大
な
被
害
を

負
っ
た
被
災
地
の
復
興
を
目
指

し
、
地
元
の
資
源
を
生
か
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

と
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
、

地
元
産
業
の
活
性
化
な
ど
を
テ

ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
事
務
局

は
東
日
本
未
来
都
市
研
究
会

で
、
研
究
会
の
代
表
理
事
は
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
宮
田
秀
明

氏
が
務
め
て
い
ま
す
。
当
社
を

は
じ
め
、
多
様
な
分
野
の
企
業

が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
持
ち
寄

り
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
気
仙
地
区
で
は
五
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
ま

す
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
モ

デ
ル
の
推
進

地
元
産
業
の
復

興

地
元
の
林
業
を
生
か
し
た

住
宅
づ
く
り

高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
医
療
、
介
護
、
福
祉

の
連
携
モ
デ
ル
―
で
す
。
こ
の

中
か
ら
Ｉ
Ｔ
と
蓄
電
池
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
果
的
組

み
合
わ
せ
に
挑
ん
だ
大
船
渡
市

の
吉
浜
地
区
拠
点
セ
ン
タ
ー
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
吉
浜
地
区
拠
点
セ
ン
タ
ー
は

住
民
が
談
話
や
催
し
事
な
ど
に

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
時

の
防
災
拠
点
、
避
難
場
所
と
い

う
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

と
蓄
電
池
を
設
置
し
ま
し
た
。

設
備
を
制
御
す
る
仕
組
み
に
は

当
社
が
開
発
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｅ

Ｅ
ｃ
ｏ

プ
ラ
イ
ム
エ
コ

」

を
導
入
し
ま
し
た
。

　
プ
ラ
イ
ム
エ
コ
は
温
度
や
湿

度
、
日
射
量
、
雲
量
と
い
っ
た

気
象
デ
ー
タ
を
活
用
し
ま
す
。

一
連
の
デ
ー
タ
か
ら
、
日
々
の

天
候
に
よ
っ
て
変
動
す
る
翌
日

の
太
陽
光
の
発
電
量
と
電
力
需

要
量
を
予
測
し
、
最
も
効
果
的

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
蓄
電
池
に
た

め
た
電
力
を
放
電
し
て
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
を
実
現
し
ま
す
。

　
効
果
的
な
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の

説
明
例
と
し
て
、
タ
イ
マ
ー
方

式
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し

て
み
ま
す
。
タ
イ
マ
ー
方
式
は

蓄
電
池
の
充
放
電
を
タ
イ
マ
ー

で
制
御
し
、
電
力
を
使
う
時
間

帯
を
固
定
し
ま
す
。
ピ
ー
ク
タ

イ
ム
を
設
定
し
、
そ
の
時
間
に

な
っ
た
ら
自
動
的
に
電
力
を
放

電
す
る
仕
組
み
で
す
。
毎
日
同

じ
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
蓄

電
池
を
運
用
す
る
た
め
安
定
し

た
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

天
候
に
よ
っ
て
電
力
需
要
の
ピ

ー
ク
時
間
が
変
化
す
る
と
対
応

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ム
エ
コ
は
蓄
電
池
に

た
め
て
い
る
電
力
を
使
う
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
毎
日
の
天

気
に
合
わ
せ
て
変
更
し
ま
す
。

天
気
が
変
わ
る
と

分
単
位
で

自
動
で
補
正
を
か
け
る
仕
組
み

で
す
。
翌
日
の
天
気
が
非
常
に

不
安
定
だ
と
い
う
予
報
が
出
れ

ば
、
前
日
は
深
夜
電
力
か
ら
蓄

電
池
に
供
給
し
、
翌
日
に
太
陽

光
の
発
電
が
な
い
場
合
で
も
蓄

電
池
か
ら
オ
フ
ィ
ス
な
ど
に
電

力
を
供
給
で
き
ま
す
。
学
習
機

能
も
あ
り
、
過
去
の
デ
ー
タ
を

蓄
積
し
て
予
測
精
度
の
向
上
を

実
現
し
ま
す
。

　
先
ほ
ど
紹
介
し
た
吉
浜
地
区

拠
点
セ
ン
タ
ー
で
は
プ
ラ
イ
ム

エ
コ
の
導
入
に
よ
り
、
平
常
時

の
運
用
で
電
気
料
金
を

―

％
削
減
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
災
害
発
生
に
よ
る

停
電
時
は
蓄
電
池
の
利
用
で
一

般
家
庭
の
約
３
日
分
の
電
力
を

補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
節
電
量
や
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減

状
況
は
見
え
る
化
し
、
地
元
住

民
の
節
電
意
識
の
向
上
や
環
境

学
習
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
節
電
意
欲
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
、
節
電
効
果
、
環
境
貢

献
の
状
態
を
分
か
り
や
す
く
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
で
表
現
し
て
い
ま

す
。

　

年
７
月
か
ら
は
当
社
の
多

摩
セ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス

東
京

都
多
摩
市

で
も
実
証
実
験
を

進
め
て
い
ま
す
。
実
証
実
験
の

規
模
は
吉
浜
地
区
拠
点
セ
ン
タ

ー
よ
り
大
き
く
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
は
発
電
量
１
０
０

、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
も
１
０

０

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
事
例
か
ら
言
え
る
の
は
、
太

陽
光
発
電
や
蓄
電
池
を
単
体
で

使
う
の
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
の
技

術
を
用
い
て
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
相
乗
効
果
に
よ
る
付
加
価
値

を
創
出
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
で
は
多
様
な
設
備
機
器
が
あ

ら
ゆ
る
シ
ー
ン
に
登
場
し
ま

す
。
各
設
備
を
Ｉ
Ｔ
で
連
携
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
は
企
業
や
家
庭
、
学
校
、
店

舗
な
ど
電
力
の
ユ
ー
ザ
ー
と
、

電
力
を
つ
く
り
送
電
す
る
電
力

会
社
、
そ
し
て
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
調
整
す
る
事
業
体
と
い
う
三

つ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
存
在
し
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

支
え
る
た
め
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の

が
Ｉ
Ｔ
企
業
の
役
割
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
は
電
気

と
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
技

術
、
安
全
で
柔
軟
な
Ｉ
Ｔ
資
源

の
提
供
、
そ
れ
ら
を
運
用
す
る

人
の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
社
は
自
社
グ
ル
ー
プ
の
総

合
力
を
生
か
し
、
一
連
の
課
題

の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

電
力
・
Ｉ
Ｔ
の
シ
ス
テ
ム
技
術

に
関
し
て
は
電
力
や
組
み
込
み

機
器
、
通
信
な
ど
の
分
野
の
シ

ス
テ
ム
開
発
技
術
が
生
か
せ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
安
全
か
つ

柔
軟
な
Ｉ
Ｔ
資
源
の
提
供
と
い

う
面
で
は
当
社
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー

Ｄ
Ｃ

や
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
環
境
が
役

立
つ
で
し
ょ
う
。
当
社
は
デ
ー

タ
を
分
散
配
置
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
各
拠
点

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
の

高
い
デ
ー
タ
管
理
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
顧
客
の
利
用

形
態
に
応
じ
た
多
種
多
様
な
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ

Ｂ
Ｐ
Ｏ

サ
ー
ビ
ス

を
国
内
外
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用

し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
と
は
い
え
、
当
社
単
独
の
取

り
組
み
で
は
当
然
限
界
が
あ
り

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
実
現
に
は
地
域
の
住
民

や
自
治
体
、
企
業
な
ど
多
様
な

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
の
協
力
が
必
要

で
す
。
プ
ラ
イ
ム
エ
コ
に
関
し

て
も
、
あ
く
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
機
器
が
あ

っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で

す
。
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

共
に

創
る

と
い
う
点
が
非
常
に
重

要
に
な
り
ま
す
。

　
当
社
は
大
船
渡
市
の
２
地
区

で
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

事
業
化
可
能
性
調
査
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
関
わ
り
ま
し
た
。
未
来

に
向
け
た
街
づ
く
り
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

東
日
本
未
来
都
市
研
究
会
や
参

加
企
業
、
各
社
と
地
域
の
皆
さ

ま
と
も
街
の
あ
り
方
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
、
調
査
結
果
を
ま

と
め
ま
し
た
。
今
後
も
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携

し
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
共
創
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
の
ま
と
め
と

し
て
三
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
覚

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
蓄
電
池
の
活
用
が
電
力
需

給
の
仕
組
み
を
変
え
る
。
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
て
蓄
電
池
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
連
携
す
る
こ

と
で
付
加
価
値
を
創
出
で
き

る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
実
現

の
カ
ギ
は
、
と
も
に
つ
く
る
と

い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

一
つ
先
の
未
来

へ
、
一
つ
先
の
世
界
へ

。
こ

れ
が
当
社
の
願
い
で
す
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月１１日 木曜日 【企画特集】 （ ）


